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1) 錯木正道，社会民主主義の成立と発展， r岩睦講座現代思想」第4巻j 昭和 32年， 149J(;高
島善哉水田洋平田清明「社全思想史概論J昭和37守c.267-310頁，熊谷一男，ベレンジュタ
イy r憧正主義論」の再検討， r講座現代日イヂオPギ 」事4者，昭和37年， 109頁，水田洋
「現代とマルクス主義」昭和4年.171-212頁。
2) 酉尾孝明，ドイツ社会民主党における組織請の陥穿， r政経論叢」第27巻第5号，昭和田午
12月， 148頁;浅井啓吾， ドイツ社会民主党史研究序説， r経済系」第57集昭和 38年， 42瓦




























理由がある。なお z ベノレソ、ンュタィ γに思想的に対決して大きな評価を与え』 かれを 20世紀の
居、想の中に位置づけておられる清水幾太郎氏の最近の骨作 (r現代思想」昭和 41年， 66-100頁)
には大きな示唆をえたが，その評面の仕方には思との間に大きな相違がある。この点については，
私は本稿及び改稿の全体壱通じて明らかにしたいと思う。
4) P. Gay， The Dlleml糊 01Democratic S.οciahsm. Ea叩 ，dB附 Isteln'sChallenge to Marx 
New York， 1952 
5) ゲイはこの体系化過程をむしろ伝記的に取扱っているため"ベルンジュタイソがなにをeの
ように問題にしたかを! とらえそこなっている (ibul.，55. 54-69)。この点を批判して.SPDの
「理論左実践の分裂」を問題の中心においてベルソジ 3 タイシをとらえようとし1のがt グノ
イスであるが!しかしかれは，それを専らエンゲルスとの関慌において見ょうとしているために，
ベルγシ1 タイン自身の思想形成を左らえるとU寸視点を失っているのである (Vgl. C. Gne-
























USS， Um den Einklang von Theorie und Praxis， Eduard Bernste>.n und der Revisionismus 
in 1Vlarxisrn旬s-StudiM包 II，1957)ロ
6) この言葉は カウツキー がかれのベノレンジュタイン批判 ，Bernste間附zddas soziaJdemokra 
tishe Progra，削 n.E同 eAntikyitih" (1-1 Jll均訳「マルキジズム修正の駁論l昭和 3年z 春秋社)
の中で用いたものであるが， νー ユンもその書評で与回してし唱。書照，大月販「 νー ニン全集ム


























なかった (op.cit.， p.62:f.)c従って1 批判者のなかで かれの提起した問題の重要性を認識L
たものもなく，専ら党への裏切りとしてしか畳け耳らなかったのであるの
8) この 10年がベノレンジュタイン「修主主義」にとって決定的な意味をもつことについては1 前
掲のケbイ及びグノイスを参照のことロ









31.2万票をえて生きのび， 以後84年には 55万 87年には 76.3万と着実に伸














9) H. Warnke， Uberbl包，k酎 erdM Geschichte der aeutschen Gewerkschaftsbewegung， 2.Aufl.， 
1952，池上幹徳佐藤重雄訳「ドイツ労働組合運動小史j昭和29年.34買。
10) F. Mehrin巴，Gesc“hte deγdeutschen Sozuudemokrahe. Vierter Band. Achte und neunte 
Aut1.， 1919， S. 327 
11l 党内子盲に照明をあてるとしづ視点から 1890年に至るまでのSPDを跡づけているのが1 次に
挙げるプラνデスの小著である。本節65頁までの私の叙述はj 主としてこれによってし唱。 K
































































13) Mehring， a.a. 0.， S.298; -.&び，前局主主弁論文， r経済系」第57隼， 48頁ロ


























15) Gneuss， a. a. 0.， S 199 
16) 浅判，前掲論文， 59買。同様の指摘は地にも多いロたとえばa 西川前掲論文.63-64頁，西
尾前掲論空 160][など。
17) のち¢党史のなかで，へJレンジュタイソはこの両者が党そのものの「二重性」の現われである
ととらえている。E.Bernstein. V，叩 derSekte zur Partei， 1911， S.29 
18) 西)11，前掲論文， 65-66頁。
19) 註 17)を審問。

























20) E. Bernstein， Die Grenzen der Le】stungs.fahigkeitinternabonaler Congresse， 1893， in 
Zuγ The()rie u匁iG出~h~~htB dBS Socialismus， Te!l II; Probleme des SociaJismus. Vierte 
Aufl.， Berlin， 1904， S.7 (以下..GTenzen と略す)。
21) u. u. 0.， 55. 10-11 


























22) a. a. 0.， S.10;及び， n町 nstein，"Dle preusi:;chtlll L叫àla~t;w山hm UlIU uie Sozialdemo 
kratie"， Die Neue Zeit， 11. ]g.， 2， S.775 (以下"preusischen Langtagswahlen "と略す)α
23) 以下のプロイセγ問題の叙述は， Bernstein， "pJ巳Ußl~山凶 L叫ù-Lag:;wahlen による。

























24) a. a. 0.， S.578 
25) エンゲルスの無政府主義分子への批判に関しては.，マル・エソ選集」第17者"176買以下.7JI.





























26) DeI"nstelIl， Gl-enZen "， S. 7 
27) a. a. 0.， S， 12 
28) Denlstein， pn;msu;chell LandL:l.g，;wahl叫， ss円 3-774





















29) :=10) Bernstein，. Grenzen ". 5. 12 
31) Bernstein... preusischen工andtagswahlen". 5， 777 
32) 拡が本節及び;)(稿第 I節第E節で対象とする論文は，次の5つである。ここであらかじめそ
れらの論文名を記しておく。① "Klassenkampfund Kompromis "， N. Z.， 15， Jg.， Bd.l， @ 
" AlJgemeines uoor U七DplS田 usund Eklektismus "， N. Z.， 1896/97， 15.Jg.， Bd. 1， <ID. Die 
neue Entwicklung der Agrarved描1tnisse in England N. Z.， U~9(j /97 ， 15. Jg.， Bd. 1， 
④!日esozialpolitische Bedeutung von Raum und Zahl "， N. z.， 1896/97， 15 }g.， Bd.2， 
⑤ "Der Kampf der 5ozialdemokratie und die Revolution der Ge'sellschaft-Zu岨 m-
m，山ruchstheorieund Kolonialpolitik "， N. z.， 1897/98，16. Jg.，Bd. 1 このうち Probleme 
des Soualismus とL、う共通論題全もった論文はz ②③@であるロなおこれらすべては，z，削
Theorie酬 d Geschichte des Socialismus， II，に収録されているので1 以下のヨ閣は!すくてこ
の論文集の司ー ジ数で示すことにする。

























33) Bernstein， Kl同胞nkampfund Komprornis "， S. 27 (以下 "Klassenkarn.pf' と略す)。
34) Bernstein，.. preusischen Landtagswah~en "，S. 778 
35) B町田恒io，. Klassenkampf "， S. 27 なお， この 93年の提言を強〈支持したのがヲディカ
リストのパルグスであったと島、う興味深い事実がある。参鳳山口和男j ドイツ社会民主党急進
派の革命思想， r思想」第497号，昭和 40年11月， 44頁以下。
























36) Bernstein， Zusammenbruchstheone und Kolopnialpo1itik "， S. 82 (以下..ZU~ä.lIlIlleIlー
bruchstheorieι，と略す〉。
37) Bernstein， Entwicklungsgang eines Sozialis旬刊 inDie Valkswirtsch τlftsl~hr~ in Sdb!;Ir1UT 
stellunge仰 1924，S. 21 
38) 団側da
39) a. a. 0.， 5S. 21-22， 25 

























41) BeTOsteヱn，" Die neue Entwlcklung der Agrarverhaltnis in England "， S. 41 (以下町田
Entwicklung" J::略す)，
42) P. Gay， ot. cit.， p.60 
43) Bernstein， Allgemeines uber UtopiSffillS lnrl Elr1ekt''>Inus "， S. 34 (以下"U to pisro us 
と略す)。
44) BernsteEn， ZusammenbruchstheDrie "， S. 83 

























45) a. a. 0.， S. 84 
46) Bernstein， Utopismus "， S. 34 
47) 参照 山口和男，ドイツ社会民主党の農業論争， r思想」第490号， 13頁。








































49) Bernstein， Zusammenbruchstheorie“. 55. 04-90 
50) a. a， 0.， S.96， 
51) Bernstein， neue Entwlcklung "， S 47 
52) ベノレγシュタイソの理論的系譜関係については，ゲイの前掲書が詳しいがj その他リー クリも
かれの系譜関舶を重視している。 ErikaRikli， Del' Revisw印刷トーEinRevisionsversuch 出v
deutschen mar:cistischen主hoeγ'ie1890-1914， Zlirich. 1936， S5. 15-16， 115~1l7 
-真理は，の方がよほど良い。
















53) Bernstein， neue Entwicklung "， S5. 56-57 
54) この点については，次楠第E節においc.ベpレン、ンュタインの.¥'1.，自の主体偉との関わりでもう
一度考察するつもりである。
55) ベルンシュタイ γの党への忠誠心については，ゲイの前掲香炉詳細に実証してし、るので参照さ
れたい。
